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～弥生から古墳時代、出雲の変遷を見守り続けた大規模遺跡～

★「弥生の館むきばんだ」のパネル展示は非常に丁寧で
解りやすいです！

★出雲の独自性である「四隅突出型墳丘墓」の出現と
祈りの場である「祭殿」の出現の現場をぜひ！
※もちろんこの地が最初かはわかりませんが・・・、その「変化」

をこの地でも経験したことは確かです。

★孝霊山、美保湾を望んで、古代の人々と思いを共有
してください。絶景です！

１．おすすめポイント
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む き ばん だ
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（紀元前１世紀～紀元７世紀頃）
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２．説明

大山山系、孝霊山から続く丘陵上に造られた広大な高地性集落と墳墓群、
弥生時代を中心に八百年レベルの長きに渡り使われた貴重な遺跡です。
以下、「弥生の館むきばんだ」の展示内容、および「むきばんだ史跡公
園」のHPをもとにその歴史を紹介します。
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【ムラのはじまり】
弥生時代中期後葉
（紀元前１世紀～紀元１世紀前半頃）

松尾頭地区に竪穴住居が建てられ人々が暮
らし始める

【首長墓の出現】
弥生時代後期前葉（紀元１世紀後半頃）

【ムラの拡大】
弥生時代後期中葉（紀元２世紀後前半頃）

妻木新山、妻木山、松尾頭の各地区で住居
数が増加、洞ノ原地区と仙谷地区に墳丘墓
が造られる。
洞ノ原墳丘墓群は四隅突出型墳丘墓１基を
最後に造られなくなり、新たに仙谷墳丘墓
群が形成される。仙谷１号墓は妻木晩田遺
跡中最大の四隅突出型墳丘墓

妻木新山、妻木山地区まで住居域が拡大、洞
ノ原地区に四隅突出型墳丘墓を主とする墳丘
墓群や環濠が造られる。

洞ノ原２号墓は方形墳丘墓、その後造られた
洞ノ原１号墓は四隅突出型墳丘墓、同じ場所
で出雲の墳丘墓を代表する形状（四隅突出）
への変化が現れたことが興味深いです

※写真は「弥生の館むきばんだ」展示パネル
からの抜粋です。時代を共有する遺跡が紹介
されています。地区名については４頁参照下さい。
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【最盛期のムラ】
弥生時代後期後葉（紀元２世紀後半頃）

丘の上全体にムラが広がり最盛期を迎える。
特に妻木山地区では全体の約半数にあたる住
居が密集して建てられる。
松尾頭地区も住居密度も高く、王の住居や祭
殿とみられる大型の建物跡も見つかっている。
仙谷墳丘墓群では妻木晩田遺跡最後の四隅突
出型墳丘墓が造られる。

【ムラの縮小】
弥生時代後末期
（紀元２世紀末～３世紀前半）

中心的な居住地域は妻木山地区と松尾頭地区。
但し、全体的な住居数は減少する。

新たに松尾頭墳丘墓群が形成され、
方形周溝墓が築かれる。

【ムラの終わりと古墳の築造】
弥生時代後末期後半～古墳時代終末期
（紀元３世紀後半～７世紀頃）

古墳時代になると、ムラは縮小し、次第に居住地としては使われなくなる。

古墳時代中期から終末期までの３００年間に次々と古墳が築造される。
中には当時の首長墓とみられる大型円墳や前方後円墳も見られる。

楯築遺跡（資料K1参照）、西谷３号墓（資料
E1参照）と時代を共有していたことになりま
す。
一方で祭礼のために特別な「掘立柱建物」を
立てるようになった点が興味深いです（３
章）。「神社」に繋がるものなのでしょう
か？？
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妻木新山地区

妻木山地区

仙谷地区

洞ノ原地区

松尾頭地区

松尾城地区

同じスケール
地理院地図

「弥生の館
むきばんだ」
展示の「最盛
期のムラ」資
料の地図部
抜粋、黄文字
で追記

＜地区名について＞

N2-6
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３．「弥生の館むきばんだ」 展示

※説明ビデオ映像より

現地にある「弥生の館むきばん
だ」の展示は非常に丁寧で解りやす
くお勧めです。

上図では当時の日本海側では
「潟湖」が海を通じたネットワーク
に重要な役割を果たしたことが紹介
されています。
妻木晩田では「淀江潟」（左図）

2023.8.1
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掘立柱、寄棟式屋根、ひさし付き 祭殿と思われる建物復元模型

王の住居と思われる建物復元模型

土屋根竪穴住居 復元模型

一般？の人々の住居は竪穴式でした
が、弥生時代後期後葉（紀元２世紀後
半頃）ムラの最盛期の王の住居と思わ
れる建物には壁があり、壁を構成する
柱が屋根を支えていたようです。
一方で下写真のような祭殿と思われ

る建物が出現している点が興味深いで
す。山や岩などの祈りの対象からどの
ような変化があったのでしょうか？
復元模型ではシャーマンが出現！
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４．現地写真
2023.8.1
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【洞ノ原地区】

「ふるさとの美しい景
色を眺められるところ
で眠りたい」と願うの
は今も昔も同じなのか
もしれません

右写真は本遺跡で最
初に造られた「四隅突
出型墳丘墓」（洞ノ原
1号墓）です。

この墳墓群には方形墓と四隅
突出型墳丘墓が混在しています。
「四隅」の出現にはどのような
情念が働いたのか興味深いです。
立体的というよりは平面的で

すが、四隅突出という形を明確
に表現しています。
・石を貼る
・突出部を参道のように使用
・墓上には土器を供えている
（おそらく祭祀が行われたので
しょう）
など、２世紀後半～３世紀前半
の西谷墳墓群に繋がる要素がす
でに見られます。

子供用と思わ
れるこんな小
さな「四隅」
も

現
地
説
明
版

4-1
4-2

4-3
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現
地
説
明
版

「弥生の館むきばんだ」
展示

「四隅突出型」の形はどのような情念から？？

↓２号（方形） ↓１号（四隅突出型）

4-4
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洞ノ原地区の西端域に復元されている
竪穴式住居と倉庫

孝霊山に見守られて
います
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美保湾を一望できます
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５．「鳥の目」で
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洞ノ原地区

妻木山地区

妻木新山地区

仙谷地区

孝霊山

洞ノ原地区

大山（雲で隠れてます）

湖

南西方向を望む

下図のように近くに潟湖が広がっていたと思われます（３章）。非常に便利な立地
だったようです。一方で背後にある孝霊山の山容は正に見守ってくれているようで、
単なる利便性だけでないこの地の魅力になっていたのではないでしょうか

Google Mapに「弥生の館むきばんだ」の
映像展示（図3-2 弥生中期の淀江潟）の
情報等を追記
（注）当時の海岸線は現在よりもかなり

内陸側にありました。海と湖は繋がって
いたようです。停泊に便利！（３章）

美保湾
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６．アクセス
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6-1

N

弥生の館むきばんだ
（駐車場もあります）淀江ICの

すぐそば

6-2

6-3

地理院地図に赤で追記

Google Mapに赤、黄で追記
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